
確定申告書に会員証シールを貼りましょう�

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
７
月
の
記
録
的
な

多
雨
、
冷
夏
が
あ
り
、
道
南
地
域
に
と
っ
て

は
や
や
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
１
年
と
な
り
、

農
作
物
の
ほ
と
ん
ど
が
不
作
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
管
内
の
経
済
・
雇
用
情
勢
は
、
観

光
客
の
入
り
込
み
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

函
館
開
発
建
設
部
は
、
渡
島
・
檜
山
の
道

南
地
域
に
お
い
て
、
北
海
道
の
総
合
的
な
開

発
を
進
め
る
「
北
海
道
開
発
局
」
の
現
地
機

関
と
し
て
、
道
路
整
備
、
治
水
、
港
湾
整
備
、

空
港
整
備
、
水
産
基
盤
整
備
、
農
業
農
村
整

備
な
ど
の
公
共
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
事
業
で
は
、
よ
り
安
全
で
一
刻
も
早

い
救
急
搬
送
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
観
光

客
の
増
加
・
物
流
効
率
化
を
図
る
た
め
、
高

規
格
道
路
（
函
館
江
差
自
動
車
道
・
函
館
新

外
環
状
道
路
）
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

治
水
事
業
で
は
、
水
災
害
の
な
い
安
全
で
ゆ

と
り
の
あ
る
社
会
基
盤
の
形
成
を
図
る
と
と

も
に
、
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
個
性
的
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
国
土
交
通
省
が

行
っ
て
い
る
全
国
一
級
河
川
の
水
質
調
査
で
、

過
去
に
何
度
も
水
質
日
本
一
に
な
っ
て
い
る

日
本
有
数
の
清
流
河
川
で
あ
る
後
志
利
別
川
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

日
頃
か
ら
、
函
館
地
方
法
人
会
の
皆
様
に

は
、
函
館
開
発
建
設
部
の
事
業
実
施
に
あ
た

り
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
管
内
で

は
、
函
館
開
港　

周
年
を
記
念
し
て
、
様
々

１５０

な
事
業
が
行
わ
れ
、
新
た
な
歴
史
へ
の
一
歩

を
刻
み
ま
し
た
。
当
部
で
も
港
の
施
設
と
そ

の
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
み
な
と
見
学
会
及
び

パ
ネ
ル
展
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
３
月
に
は
、
函
館
新
外
環
状
道
路
（
空

港
道
路
）
が
着
工
し
、　

月
に
は
、
函
館
江

１１

差
自
動
車
道
北
斗
富
川
Ｉ
Ｃ
が
開
通
の
運
び
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島
で
は
１
９
８
０
年
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
約
６

万
人
、　

・
０　
％
、
檜
山
で
は
、
１
９
６
０

１２

年
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
約 
５ 
万
人
、　

・
５　
％

５０

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
５
年
か
ら

２
０
３
５
年
ま
で
の　

年
間
で
全
国
の
人
口

３０

が　

・
４　
％
減
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

１３
こ
の
間
に
北
海
道
の
人
口
は
、　

・
６　
％
の

２１

減
少
が
見
込
ま
れ
、
道
南
地
域
で
は
、　

・
３４

０　
％
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
人
口
の
減
少
と
と
も
に
高
齢
化
も
一
層
進

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

広
い
面
積
と
少
な
い
人
口
、
そ
の
人
口
が

将
来
、
高
齢
化
し
な
が
ら
減
少
し
て
い
く
と

見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
道
南
地
域

の
社
会
基
盤
整
備
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

次
に
産
業
の
特
徴
を
見
て
み
ま
す
。

　

道
南
地
域
の
１
次
産
業
の
出
荷
額
は
、
農

業
産
出
額
が　

億
円
（
２
０
０
６
年
）
、
漁

４８４

業
粗
生
産
額
が　

億
円
（
２
０
０
７
年
）
と

５３６

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
道

内
生
産
額
の
４
・
６
％
、　

・
５
％
を
占
め
て

１８

お
り
、
特
に
漁
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
こ
と

が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
で
は
、
産
出
額
が
多
い
の
は
、
野
菜

の　

億
円
、
道
南
シ
ェ
ア
が
高
い
の
は
、
豚

１２７

域
の
発
展
を
支
え
る
も
の
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
特
徴
を

把
握
し
、
将
来
を
見
通
す
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

道
南
地
域
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
蝦
夷
地

と
呼
ば
れ
た
北
海
道
に
お
い
て
、
松
前
藩
の

城
下
町
松
前
、
交
易
の
拠
点
と
な
っ
た
函
館
、

江
差
と
北
海
道
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
以
降
は
、
行
政
の
拠
点
が
札
幌
に
移
っ

た
も
の
の
、
そ
の
後
も
函
館
を
中
心
に
発
展

を
続
け
、
函
館
市
の
人
口
が
札
幌
市
に
追
い

抜
か
れ
た
の
は
、
昭
和　

年
（
１
９
４
７

２２

年
）
の
こ
と
で
し
た
。

　

地
域
の
面
積
は
、
６ ,　
５
６
６
平
方
�
で

す
が
、
そ
の
う
ち
耕
地
面
積
は
約
７
％
に
過

ぎ
ず
、
山
林
が　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

８１

　

人
口
は
、
約　

万
人
で
北
海
道
の
人
口
の

４９

８
・
８　
％　
を
占
め
て
い
ま
す
（
２
０
０
５
年

国
勢
調
査
）
。

　

函
館
市
が
約　

万
人
で
、
函
館
市
を
除
く

２９

渡
島
が
約　

万
人
、
檜
山
全
体
で
約
５
万
人

１６

の
人
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
全
体
で

は
、
札
幌
市
及
び
そ
の
周
辺
へ
の
人
口
集
中

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
道
南
地
域
で
は
、
函

館
市
に
約
５
分
の
３
の
人
口
が
集
中
し
て
い

ま
す
。

　

人
口
に
関
し
て
は
、
今
後
の
急
激
な
減
少

と
高
齢
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
、
渡

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
港
湾
事
業
で
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
強
化
、
地
域
の
活
性

化
や
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指

し
、
国
際
貿
易
や
国
内
物
流
拠
点
と
し
て
の

港
湾
機
能
の
充
実
、
地
域
生
活
基
盤
の
充
実

な
ど
に
向
け
た
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
空

港
事
業
で
は
、
函
館
空
港
の
老
朽
化
し
た
エ

プ
ロ
ン
や
誘
導
路
の
改
良
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
水
産
基
盤
整
備
事
業
で
は
、
力
強
い

産
地
づ
く
り
の
推
進
、
自
然
と
調
和
し
た
漁

港
づ
く
り
の
推
進
や
安
全
・
安
心
な
漁
村
の

形
成
等
を
目
指
し
た
漁
港
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
農
業
農
村
整
備
事
業
で
は
、
大
野

平
野
地
区
に
お
い
て
、
老
朽
化
し
た
施
設
を

再
編
整
備
し
、
農
業
用
水
を
安
全
か
つ
安
定

的
に
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
農
業
の

生
産
性
の
向
上
と
経
営
の
安
定
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
今
金
地
区
に
お
い
て
、
区
画
整

理
を
柱
と
し
た
農
地
再
編
整
備
事
業
の
実
施

を
契
機
に
、
多
様
な
担
い
手
が
支
え
る
農
業

生
産
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
耕
畜

連
携
に
よ
る
循
環
型
農
業
を
展
開
で
き
る
よ

う
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

函
館
開
発
建
設
部
で
実
施
し
て
い
る
社
会

基
盤
整
備
事
業
は
、
地
域
に
適
合
し
た
、
地

の　

・
３
％
で
す
（　

億
円
）
。
渡
島
平
野

２３

６６

は
、
北
海
道
水
田
発
祥
の
地
で
す
が
、
米
の

生
産
額
は　

億
円
で
農
業
産
出
額
の　

・
４

６５

１３

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

漁
業
で
は
、
生
産
額
が
多
い
の
は
、
ホ
タ

テ
貝　

億
円
、
イ
カ　

億
円
、
コ
ン
ブ　

億

１４０

１１３

８７

円
、
タ
ラ
・
ス
ケ
ソ
ウ　

億
円
で
道
内
シ
ェ

４９

ア
も
そ
れ
ぞ
れ　

・
２
％
、　

・
６
％
、　

・
９

２２

６２

３３

％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

工
業
出
荷
額
は
、
４ ,　
１
１
０
億
円
（
２

０
０
７
年
）
で
、
道
内
シ
ェ
ア
が
７
・
２
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
を
見
る
と
、
食
料

品
が
２ ,　
０
４
４
億
円
と
出
荷
額
の　

・
７
４９

％
を
占
め
、
道
南
工
業
の
中
心
を
占
め
て
い

ま
す
。
食
料
基
地
と
し
て
の
役
割
を
道
南
が

果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
食
料

品
以
外
で
は
、
窯
業
・
土
石
が
出
荷
額　

億
４３１

円
、
道
内
シ
ェ
ア　

・
２
％
と
な
っ
て
い
る

２０

の
が
特
徴
で
す
。

　

商
品
販
売
額
は
、
１
兆
１ ,　
３
６
６
億
円

（
２
０
０
７
年
）
で
す
が
、
道
内
シ
ェ
ア
６
・

４
％
と
人
口
比
の
約
７
割
の
水
準
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
南
地
域
で
は
、
観
光
が
産
業

の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
込
総
数

が
、
１ ,　
０
８
５
万
人
（
２
０
０
８
年
）
と

道
内
の
入
込
総
数
の
８
・
２
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
道
外
客
が　

万
人
で
道

４９９
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確定申告書に会員証シールを貼りましょう�

内
シ
ェ
ア　

・
９
％
と
道
外
客
が
多
い
こ
と

１１

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
総

合
研
究
所
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
の
結

果
で
は
、
函
館
市
が
初
の
１
位
と
な
り
、
今

後
の
観
光
客
入
り
込
み
に
期
待
が
か
か
り
ま

す
。　

　

こ
の
よ
う
な
道
南
地
域
の
自
然
条
件
、
社

会
経
済
活
動
の
特
徴
を
と
ら
え
、
地
域
の
活

性
化
、
発
展
に
貢
献
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
陸
海
空
一
体
化
し
た
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
食
糧
供
給
の
生

産
性
向
上
と
安
定
化
の
た
め
の
農
業
・
水
産

基
盤
整
備
、
安
全
で
豊
か
な
生
活
を
守
る
た

め
の
治
水
事
業
を
函
館
開
発
建
設
部
で
は
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

函
館
開
発
建
設
部
で
担
当
し
て
い
る
社
会

基
盤
整
備
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
完

成
ま
で
に
長
い
期
間
と
多
額
の
費
用
が
必
要

な
も
の
ば
か
り
で
す
。
こ
の
た
め
、
長
期
に

わ
た
る
安
定
的
な
「
計
画
」
と
「
事
業
費
」

の
確
保
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
「
北
海

道
総
合
開
発
計
画
」
で
す
。
こ
れ
は
、
北
海

道
開
発
法
第
２
条
第
１
項
に
基
づ
き
国
が
樹

立
す
る
計
画
（
閣
議
決
定
）
で
あ
り
、
政
府

公
共
部
門
に
お
け
る
施
策
実
施
の
基
本
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
北
海
道
開
発
の
向

か
う
べ
き
方
向
と
施
策
の
方
針
を
示
し
た
も

の
で
す
。

　

政
府
は
、
昭
和　

年
（
１
９
５
２
年
）
の

２７

北
海
道
開
発
第
１
次
五
か
年
計
画
を
皮
切
り

に
６
期
に
わ
た
る
計
画
を
経
て
、
平
成　

年
２０

７
月
、
「
地
球
環
境
時
代
を
先
導
す
る
新
た

な
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」
を
閣
議
決
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
も
と
、
函
館
開
発
建
設
部
で

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
と
も
、
安
全
で
安

心
な
暮
ら
し
と
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る

事
業
を
着
実
に
職
員
一
丸
と
な
り
推
進
し
て

い
く
所
存
で
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
函
館
地
方
法
人
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
会
員
各
位
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝

を
心
か
ら
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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第２８３号　�法人ニュース　は　こ　だ　て平成２２年１月１日
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